
【食の体験・食育マップ】 九州農政局

寄ろ会（よろかい）みなまた
＜組織の概要＞

世話人代表
　下田　国義
（しもだ　くによし）

事務局：水俣市教育委員会生涯学習課
　　　　社会教育推進係
　川端　康平
（かわばた　こうへい）

【連絡先】

熊本県水俣市陣内1－1－1

0966-61-1659

0966-63-9502

http://www.city.minamata.lg.jp/
＜取組内容＞

＜年間の主なイベント等＞

　水俣病によって壊された地域のつながりを、もう一度作
り直すため、平成3（1991）年、行政区ごとに「地区寄ろ
会」、その集合体として「寄ろ会みなまた」が発足しまし
た。
　各地区では、環境に配慮し、地域資源の再発見と活用を
図りながら住民参加型のまちづくりに取り組んでいます。
　また、「寄ろ会みなまた」では、「地域資源マップ」、
「水の経絡図」、「地域人材マップ」を作成したことで、
自分の足元の地域を知り、自治意識の芽生え、人材の育成
につながっています。
　また、近年は、休耕田を活用し、子どもたちと一緒に
「菜の花のまちづくり」に取り組んでいます。休耕田の解
消・景観づくりはもとより、菜種の収穫・搾油、菜種油粕
の肥料への活用、廃食油のリサイクルなど、まさに資源循
環型の取り組みとなっています。菜種油は学校給食で使用
してもらうなど、食育にも生かされています。

・地域人材マップを活用したまちづくりの推進
・菜の花によるまちづくり事業（平成17年度からの取組
　み）
・休耕田を活用し、菜の花を植え景観づくり
・子どもたちとの取組み（食育）
・地元の子どもたちの体験（菜種刈取り・苗植え・追肥
　土寄せ・新芽摘み）
・搾油した菜種油を学校給食センターに提供
・提供した油を使った給食により、学校での合同試食会
　を開催
・菜種油搾油機を使用して小中学校で菜種油搾り体験を
　開催
・搾りかすは市内小学校2校に配布し花壇等に活用、寄ろ
　会みなまたの菜の花畑に肥料として散布
・学校給食において使用された菜種油の廃食油は再利用
・ろうそく「菜の花あかり」として子どもたちが作成
　　→毎年9月に開催される「火のまつり」において使用
・菜の花の取組みの輪の広がり
・地区、学校においても、家庭・学校・地域の連携により
　実施

 5月　菜種刈取り体験
 6月　菜種落とし体験
11月　苗植え体験
12月　菜種油搾り体験・給食試食会
 2月　追肥土寄せ体験、新芽摘み体験
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（菜種の植え付け前には肥料をまきます） 

（丁寧に菜種を植えました） 


